
夏夏休休みみのの宿宿題題
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  6. 6. 提提出出⽇⽇をを厳厳守守すするるこことと。。

提提出出⽇⽇      2019  2019年年88⽉⽉2626⽇⽇

『『EcommonsEcommonsでで夏夏休休みみのの宿宿題題をを作作っっててみみたた！！！！』』

全全国国のの教教育育者者みみんんななでで創創るる教教材材デデーータタベベーースス
    すすべべててのの⼦⼦どどもも達達にに良良質質なな教教材材をを

  作作成成時時間間4040分分

  33



EcommonsEcommonsととはは !? !?

全全国国各各地地でで活活躍躍すするる先先⽣⽣
        みみんんななでで創創るる教教材材デデーータタベベーースス!!!!

使使わわれれるるほほどどにに進進化化すするる, , 業業界界初初のの『『共共有有知知』』

かからら,  ,  好好ききなな問問題題をを編編集集・・選選択択

☆☆  今今回回はは, , 中中学学33年年⽣⽣のの夏夏休休みみのの宿宿題題ををEcommonsEcommonsでで作作っっててみみたた。。

      ⇒⇒⇒⇒

ーー⽬⽬次次ーー 問問題題  1    1  〜〜    問問題題1616      展展開開・・因因数数分分解解のの復復習習
  
問問題題17  17  〜〜    問問題題2929      平平⽅⽅根根のの復復習習
  
問問題題30  30  〜〜    問問題題4141      ⼆⼆次次⽅⽅程程式式のの導導⼊⼊
  
問問題題42  42  〜〜    問問題題4545      ⼊⼊試試問問題題ににチチャャレレンンジジ

      ⇒⇒⇒⇒

      ⇒⇒⇒⇒

表表紙紙もも含含めめ, , すすべべてて『『EcommonsEcommons』』でで制制作作 !!  !! 



11   次次のの空空欄欄にに⼊⼊るる⾔⾔葉葉やや数数をを答答ええななささいい。。

(1)(1) 式式 A  A かからら式式 B  B にに変変形形すするるここととをを((アア))すするるとといいうう。。ままたた, , 式式 B  B かからら式式 A  A にに変変形形すするるここととをを((イイ))すするる
とといいうう。。

AA :: xx22 ++ 55xx ++ 66     BB ::((xx ++ 22))((xx ++ 33))

(2)(2) ⾃⾃然然数数のの中中でで, 1 , 1 ととそそのの数数のの他他にに約約数数ががなないい数数をを((ウウ))とといいうう。。最最もも⼩⼩ささいい((ウウ))はは((エエ))ででああるる。。
ままたた, , ⾃⾃然然数数  aa  をを((ウウ))だだけけのの積積のの形形にに表表すすここととをを  aa  をを((オオ))すするるとといいうう。。

(3)(3) 整整数数ががいいくくつつかかのの整整数数のの積積のの形形でで表表さされれるるとときき, , そそのの⼀⼀つつ⼀⼀つつのの数数をを, , ももととのの数数のの((カカ))とといいうう。。
20 20 はは  ((キキ))××1010  とと表表さされれるるののでで, , ((キキ))とと 10  10 はは 20  20 のの((カカ))ででああるる。。

(4)(4) 多多項項式式××多多項項式式はは, , ((クク))法法則則をを使使ううとと((イイ))ででききるる。。

22

(1)(1) ((xx ++ aa))((xx ++ bb))  をを展展開開すするるとと,,   xx22 ++ 22((aa ++ bb))xx ++ aabb   ととななるる。。

(2)(2) ((xx ++ aa))((xx −− aa))  をを展展開開すするるとと,,   xx22 −− aa22 ととななるる。。

(3)(3) ((xx ++ aa))
22
  をを展展開開すするるとと,,   xx22 ++ aaxx ++ aa22   ととななるる。。

(4)(4) ((xx −− aa))
22
  をを展展開開すするるとと,,   xx22 −− 22aaxx ++ aa22   ととななるる。。

 次の(1)〜(4)の⽂章の下線部について, 正しいものには○, 誤っているものには, 下線部にあて 次の(1)〜(4)の⽂章の下線部について, 正しいものには○, 誤っているものには, 下線部にあて
はまる正しい式を答えなさい。はまる正しい式を答えなさい。



33  次の式を展開しなさい。 次の式を展開しなさい。

(12)(12) ((22xx ++ 33))((22xx −− 33))−−22((xx ++ 22))22(11)(11) xx((xx ++ 33))−−((xx ++ 66))22

(10)(10) ((xx −− 22yy −− 11))((xx −− 22yy))(9)(9) ((22xx ++ 22))((22xx −− 44))

(8)(8) ((xx −− yy))((xx −− yy −− 22))(7)(7) ((66xx −− 55))((33xx −− 11))

(6)(6) ((xx ++ 11))22(5)(5) ((22 −− mm))((22 ++ mm))

(4)(4) ((xx ++ 99))((xx −− 22))(3)(3) ((xx ++ yy))((aa −− bb))

(2)(2) ((−−3535aa22bb ++ 1515aabb))÷÷((−− aabb))55
22

(1)(1) 88xx((22xx ++ 33))

44   次次のの多多項項式式のの共共通通因因数数をを答答ええななささいい。。

(1)(1) xx22 ++ 33xx (2)(2) xx22yy ++ 44xxyy



55  次の式を因数分解しなさい。 次の式を因数分解しなさい。

(12)(12) 99xx22 −− 3030xx ++ 2525 −− yy22(11)(11) xxyy ++ 33xx −− yy −− 33(10)(10) xx((xx ++ 33))−−66((xx ++ 33))

(9)(9) xx22yy −− 44yy(8)(8) 121121 −− xx22(7)(7) xx22 −− 99

(6)(6) 99xx22 −− 66xxyy ++ yy22(5)(5) 2525 ++ 1010xx ++ xx22(4)(4) aa22 −− aa −− 3030

(3)(3) xx22 −− 1414xx ++ 2424(2)(2) 33aa22 −− 66aabb ++ 1515aacc(1)(1) 66xxyy22 ++ 33xxyy

66   次次のの式式をを⼯⼯夫夫ししてて解解ききななささいい。。ままたた, , どどののよよううにに計計算算ししたたかかわわかかるるよよううにに途途中中式式をを書書ききななささいい。。

(1)(1) 10310322 (2)(2) 4646 ×× 7272 ++ 4646 ×× 2828

77  次の式の値を求めなさい。 次の式の値を求めなさい。

(1)(1) aa == 1515  ののとときき,,  aa22 ++ 33aa −− 4040  のの値値

(2)(2) xx == 55.. 55  ,,   yy == 66.. 55  ののとときき,,  xx22 −− yy22  のの値値

(3)(3) xx == 1313  ,,   yy == 44  ののとときき,,  ((xx ++ yy))22 −−((xx ++ yy))−−22  のの値値



88   次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

(1)(1) 次次のの整整数数ののううちち, , 素素数数ででああるるももののををすすべべてて選選びびななささいい。。

    11  ,,     33  ,,     77  ,,     66  ,,     1818  ,,     2323  ,,     3636    

(2)(2) 2020 〜〜 4040  ままででのの整整数数ののううちち, , 素素数数ををすすべべてて答答ええななささいい。。

①① 6161 ②② 8686

次の数が素数であれば○, 素数でなければ×を書きなさい。次の数が素数であれば○, 素数でなければ×を書きなさい。(3)(3)

99   次次のの数数をを素素因因数数分分解解ししななささいい。。

(1)(1) 6363 (2)(2) 4242 (3)(3) 180180

1010   次次のの数数がが, , 何何のの数数のの22乗乗かか答答ええななささいい。。

(1)(1) 324324 (2)(2) 10241024

1111   22辺辺のの⻑⻑ささがが  aa   cmcm   ででああるる直直⾓⾓⼆⼆等等辺辺三三⾓⾓形形ががああるる。。ここのの22辺辺のの11辺辺をを  bb   cmcm   ⻑⻑くくしし, , ももうう11辺辺をを
bb   cmcm   短短くくししてて直直⾓⾓三三⾓⾓形形ををつつくくるるとときき, , ももととのの直直⾓⾓⼆⼆等等辺辺三三⾓⾓形形とと新新ししくくででききたた直直⾓⾓三三⾓⾓形形でで
ははどどちちららががどどれれだだけけ⼤⼤ききいいでですすかか。。



1212   次次のの図図ののよよううにに, , 半半径径がが  aa   cmcm   のの円円とと同同じじ中中⼼⼼ををももつつ半半径径がが  bb   cmcm   のの円円ががああるる。。ここのの22つつのの円円周周
にに囲囲ままれれたた影影のの部部分分のの⾯⾯積積とと同同じじ⾯⾯積積ををももつつ縦縦    aa −− bb   cmcm   のの⻑⻑⽅⽅形形のの横横のの⻑⻑ささをを求求めめななささいい。。
たただだしし, , 円円周周率率をを  ππ  ととすするる。。

1313   図図ののよよううなな11辺辺がが  xx   cmcm   のの正正⽅⽅形形ががああるる。。ここのの正正⽅⽅形形のの縦縦とと横横をを何何cmcmかかずずつつののばばししてて,,  ⻑⻑⽅⽅形形  PP  

とと正正⽅⽅形形  QQ  ををつつくくるる。。⻑⻑⽅⽅形形  PP  ははももととのの正正⽅⽅形形のの縦縦をを  77   cmcm,,     横横をを  33   cmcm   ののばばししててつつくくりり,,  正正⽅⽅形形  

QQ  はは⻑⻑⽅⽅形形  PP  のの⾯⾯積積よよりり, , 44   cmcm22   ⼤⼤ききくくななるるよよううににつつくくりりたたいい。。正正⽅⽅形形  QQ  ははももととのの正正⽅⽅形形のの 1  1 辺辺
をを何何 cm cmののばばすすととつつくくるるここととががででききるるかか求求めめななささいい。。

1414   縦縦のの⻑⻑ささ  pp,,   横横のの⻑⻑ささ  qq  のの⻑⻑⽅⽅形形ののままわわりりにに図図ののよよううにに幅幅がが  aa  のの道道ががあありりまますす。。ここのの道道のの⾯⾯積積をを
  SS,,   道道のの真真んん中中をを通通るる線線のの⻑⻑ささをを  ℓℓ  ととすするるとときき,,  SS ＝＝ aaℓℓ  ととななるるここととをを証証明明ししたたいい。。次次のの問問いいにに答答ええ
ななささいい。。

(1)(1) 道道のの⾯⾯積積  SSをを,,   aa,,   pp,,   qqをを使使っってて表表ししななささいい。。

(2)(2) ((11))のの結結果果かからら,,  SS ＝＝ aaℓℓ  ででああるるここととをを証証明明ししななささいい。。



1515   連連続続すするる22つつのの奇奇数数でで, , ⼤⼤ききいい⽅⽅のの奇奇数数のの22乗乗かからら⼩⼩ささいい⽅⽅のの奇奇数数のの22乗乗をを引引いいたた差差はは 8  8 のの倍倍数数にに
ななるるここととをを次次ののよよううにに証証明明ししたた。。アア, , イイににああててははままるる式式をを求求めめななささいい。。

整整数数  nn  をを使使っってて, , ⼩⼩ささいい⽅⽅のの奇奇数数をを  22nn −− 11  ととすするるとと, , ⼤⼤ききいい⽅⽅のの奇奇数数はは[[アア]]とと表表さされれるる。。

ここののとときき, , ここのの22つつのの奇奇数数のの22乗乗のの差差はは, , (([[アア]]))22
−− ((22nn −− 11))22 ＝＝[[イイ]]

ししたたががっってて, , 連連続続すするる22つつのの奇奇数数でで, , ⼤⼤ききいい⽅⽅のの22乗乗かからら⼩⼩ささいい⽅⽅のの22乗乗をを引引いいたた差差はは 8  8 のの倍倍数数にに
ななるる。。

1616   22つつのの連連続続ししたた偶偶数数でで, , ⼤⼤ききいい⽅⽅のの数数のの平平⽅⽅かからら⼩⼩ささいい⽅⽅のの数数のの平平⽅⽅をを引引いいたたととききのの差差はは 4  4 のの倍倍数数
ににななるるここととをを,,  nn  をを整整数数ととししてて証証明明ししななささいい。。

1717

(1)(1) 正正のの数数ににはは平平⽅⽅根根がが22つつああっってて, , ((アア))がが等等ししくく, , ((イイ))がが異異ななるる。。

(2)(2) 3 3 のの平平⽅⽅根根はは, , 記記号号√√  をを⽤⽤いいてて((ウウ))とと表表しし, ,  「「ププララススママイイナナスス((エエ))33 」」とと読読むむ。。

(3)(3) 分分⺟⺟にに√√  をを含含むむ数数をを, , 分分⺟⺟にに√√  をを含含ままなないい形形にに変変ええるるここととをを分分⺟⺟のの((オオ))とといいうう。。

(4)(4) √√55  ののよよううにに分分数数でで表表せせなないい数数をを((カカ))とといいうう。。ままたた分分数数でで表表すすここととががででききるる数数をを((キキ))とといいうう。。

(5)(5)   はは⼩⼩数数でで表表すすとと,  2.142857142857,  2.142857142857・・・・・・ののよよううにに割割りり切切れれずず((クク))ににななるるがが, , ああるる数数よよりり先先はは決決
ままっったた数数がが繰繰りり返返さされれるる。。ここののよよううなな⼩⼩数数をを((ケケ))とといいいい,  ,  繰繰りり返返さされれるる⼩⼩数数部部分分のの両両端端のの数数字字のの
上上にに点点ををつつけけてて, , ((ココ))とと表表すす。。

1515

77

無無理理数数    有有理理数数    有有理理化化    絶絶対対値値    絶絶対対数数    無無限限⼩⼩数数    有有限限⼩⼩数数    

循循環環⼩⼩数数    素素数数    イイココーールル    ±± √√33     √√3322     22.. ˙̇11˙̇77   22.. ˙̇1142854285˙̇77     
ルルーートト    不不等等号号    符符号号

  次次のの空空欄欄ににああててははままるる⾔⾔葉葉やや数数をを答答ええななささいい。。

語群：語群：



1818   下下のの図図はは, 1, 1ママスス1cm1cmのの⽅⽅眼眼紙紙にに, , ⾊⾊ののつついいたた正正⽅⽅形形をを書書いいたたももののでですす。。次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

(1)(1) ⾊⾊ののつついいたた正正⽅⽅形形のの⾯⾯積積をを求求めめななささいい。。

(2)(2) ⾊⾊ののつついいたた正正⽅⽅形形のの 1  1 辺辺のの⻑⻑ささをを求求めめななささいい。。

1919   次次のの数数をを求求めめななささいい。。

(1)(1) √√2525 (2)(2) ((√√66))
22 (3)(3) √√((−−77))22

(4)(4) ((−−√√33))
22 (5)(5) −−((√√99))

22

2020   次次のの数数をを根根号号をを使使わわずずにに表表ししななささいい。。

(1)(1) √√44 (2)(2) √√11.. 6969 (3)(3) −−√√((−−77))22

(4)(4) ((−−√√55))
22 (5)(5) −−√√((−−00.. 44))22

2121   次次のの数数をを  √√aa  のの形形ににししななささいい。。

(1)(1) 33√√55 (2)(2) 55√√22 (3)(3) 88

(4)(4) √√99

66
(5)(5) 22√√44

55



2222   次次のの数数をを変変形形ししてて, , √√  のの中中ををででききるるだだけけ簡簡単単ににししななささいい。。

(4)(4) √√ 55

3636
(5)(5) √√00.. 7676

(3)(3) √√280280(2)(2) √√7272(1)(1) √√88

2323   次次のの数数のの分分⺟⺟をを有有理理化化ししななささいい。。

(1)(1) 22

√√33
(2)(2) −− 77

√√66
(3)(3) √√ 77

22

(4)(4) √√55++√√88

√√22
(5)(5) 55

√√33++√√22

2424   図図でで, , 数数直直線線上上のの44つつのの点点 A, B, C, D  A, B, C, D ののううちち, 1, 1つつはは  √√33  をを表表ししてていいるる。。そそのの点点のの記記号号をを答答ええななささいい。。

2525   次次のの各各組組のの数数のの⼤⼤⼩⼩関関係係をを不不等等号号をを使使っってて表表ししななささいい。。

(1)(1) 55  ,,     √√3030 (2)(2) −−√√4545  ,,      −− 77 (3)(3) 00.. 44  ,,     √√00.. 44

(4)(4) −−33.. 55  ,,      −− √√1212 (5)(5) 33√√22  ,,     22√√33



2626  次の計算をしなさい。 次の計算をしなさい。

(17)(17) ((√√33 ++ 11))
22(16)(16) ((√√22 −− 77))((√√22 ++ 33))

(19)(19) −−((√√55 ++ 11))((33 −− √√55))1010

√√55

(18)(18) ((√√66 ++ 11))
22

−− √√5454

(20)(20) √√2424 ++ √√4242 ÷÷ √√77

(13)(13) √√33((√√1515 −− 22)) (14)(14) ((√√3232 ++ √√22))÷÷55 (15)(15) ((√√4848 ++ √√2424 ++ √√11))11

√√22

(12)(12) 55√√33 −− 1212

√√33
(11)(11) √√3232 ++ √√88(10)(10) √√2020 −− √√4545 −− √√55

(9)(9) 55√√22 ++ 33√√22 −− 44√√22(8)(8) 33√√77 −− √√77(7)(7) 22√√33 ++ 33√√33

(6)(6) √√ ÷÷ √√6622
66

(5)(5) ×× √√33

22√√22

22
33

(4)(4) √√ ××22
66

22

√√33

(3)(3) √√5454 ×× √√1212 ÷÷ √√2424(2)(2) ((−−√√2121))
22(1)(1) √√77 ×× √√55



2727     ,,   √√   ,,      ,,      をを⼩⼩ささいい順順にに並並べべななささいい。。33

88
33

88
33

√√88

√√33

88

2828   次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

(1)(1) √√1616 << nn << √√4040  をを満満たたすす整整数数  nn  のの値値ををすすべべてて求求めめななささいい。。

(2)(2) √√22  のの整整数数部部分分をを  xx  , , ⼩⼩数数部部分分をを  yy  ととすするるとときき,,  xx22 −− yy22  のの値値をを求求めめななささいい。。

(3)(3) √√7676 −− 33nn  のの値値がが⾃⾃然然数数ととななるるよよううなな, , ⾃⾃然然数数    nn  のの値値ををすすべべてて求求めめななささいい。。

2929   √√33 == 11.. 732732  ,,   √√3030 == 55.. 477477  ののとときき, , 次次のの値値をを求求めめななささいい。。

(1)(1) √√00.. 0303 (2)(2) √√30003000

3030  次の[ ]にあてはまる⾔葉や式を答えなさい。 次の[ ]にあてはまる⾔葉や式を答えなさい。  

(1)(1) ((xx  のの⼆⼆次次式式))＝＝ 00  のの形形ににななるる⽅⽅程程式式をを,,  xx  ににつついいててのの[[アア]]とといいうう。。

[ア]を成り⽴たせる⽂字の値を, [ア]の[イ]といい, その[イ]をすべて求めることを, [ア]を[ウ]という。[ア]を成り⽴たせる⽂字の値を, [ア]の[イ]といい, その[イ]をすべて求めることを, [ア]を[ウ]という。(2)(2)

(3)(3) aaxx22 ++ bbxx ++ cc == 00  のの解解はは,,  xx ==[[エエ]]ででああるる。。

(4)(4) ABAB == 00  ななららばば,,  AA == 00[[オオ]]BB == 00ででああるる。。



3131  次の (ア)〜(エ) の中から, ⼆次⽅程式をすべて選び, 記号で答えなさい。 次の (ア)〜(エ) の中から, ⼆次⽅程式をすべて選び, 記号で答えなさい。

(ア)(ア) xx22 == 44 (イ)(イ) 33xx ++ 88 == 00

(ウ)(ウ) ((xx ++ 77))((xx −− 44))== 00 (エ)(エ) ((xx ++ 44))22 == xx22 −− 55

3232   次次のの ( (アア))〜〜((エエ) ) ののううちち,,    −− 33  をを解解ににももつつももののををすすべべてて選選びび, , 記記号号でで答答ええななささいい。。

(ア)(ア) xx22 −− 33xx == 00 (イ)(イ) xx22 == 99

(ウ)(ウ) ((xx ++ 33))22 == 99 (エ)(エ) xx22 −− 22xx −− 1515 == 00

3333  次の⽅程式を解きなさい。 次の⽅程式を解きなさい。

(9)(9) xx22 ++ 22xx −− 3535 == 00(8)(8) xx22 −− xx −− 22 == 00(7)(7) xx22 ++ 22xx −− 33 == 00

(6)(6) xx22 ++ 3333xx ++ 9090 == 00(5)(5) xx22 −− 1212xx −− 1313 == 00(4)(4) xx22 −− 33xx == 00

(3)(3) xx22 −− 1818xx −− 4040 == 00(2)(2) xx22 −− 1111xx −− 2626 == 00(1)(1) xx22 −− 1313xx ++ 4242 == 00



3434  次の⽅程式を解きなさい。 次の⽅程式を解きなさい。

(6)(6) xx22 −− 2727 == 00(5)(5) 44xx22 ++ 22 == 33(4)(4) xx22 −− 66 == 5858

(3)(3) xx22 −− 77 == 00(2)(2) 55xx22 == 4545(1)(1) xx22 −− 196196 == 00

3535  次の⽅程式を解きなさい。 次の⽅程式を解きなさい。

(6)(6) ((xx ++ 55))22 −− 99 == 11(5)(5) ((xx −− 11))22 −− 22 == 00(4)(4) ((xx −− 22))22 == 3636

(3)(3) ((xx ++ 11))22 == 2424(2)(2) 3636xx22 ++ 6060xx ++ 2525 == 00  (1)(1) ((xx ++ 22))22 == 00

3636  次の⽅程式を解きなさい。 次の⽅程式を解きなさい。

(9)(9) ((xx −− 22))((xx ++ 22))== 33xx(8)(8) ((xx −− 44))((xx ++ 11))== −−66(7)(7) ((xx ++ 33))((22xx −− 11))== xx((xx −− 22))++55

(6)(6) 22((xx ++ 11))((xx −− 22))== 88(5)(5) ((xx ++ 11))((xx ++ 22))== −−22xx ++ 2626(4)(4) 55xx((xx −− 11))== xx((44xx ++ 55))

(3)(3) ((xx −− 33))22 == 22xx −− 33(2)(2) ((22xx ++ 11))((22xx −− 11))== 33xx −− 11(1)(1) 33((xx22 ++ 1515xx))==((xx −− 99))((xx ++ 1818))



3737  次のア〜ウにあてはまる式を⼊れ, ⼆次⽅程式の解の公式を完成させなさい。 次のア〜ウにあてはまる式を⼊れ, ⼆次⽅程式の解の公式を完成させなさい。  

⼆⼆次次⽅⽅程程式式  aaxx22 ++ bbxx ++ cc == 00  のの解解はは,,  xx ==   
[[アア ]]±±√√ [[イイ ]]

[[ウウ ]]

3838  次の⽅程式を解きなさい。 次の⽅程式を解きなさい。

(6)(6) xx22 −− 77xx −− 44 == 00(5)(5) 22xx22 −− xx == 77((xx −− 11))(4)(4) xx22 −− 1212xx ++ 33 == 00

(3)(3) 22xx22 ++ 77xx ++ 22 == 00  (2)(2) 22xx22 −− 55xx ++ 33 == 00(1)(1) xx22 −− 55xx −− 11 == 00

3939   22つつのの解解がが,,  xx == 22  ,,   xx == 33  ととななるるよよううなな⼆⼆次次⽅⽅程程式式ををつつくくりりななささいい。。

4040   ⼆⼆次次⽅⽅程程式式  xx22 ++ aaxx ++ 1010 == 00  のの22つつのの解解がが共共にに⾃⾃然然数数ででああるるとときき,,   aa  ににああててははままるる値値ををすすべべてて
求求めめななささいい。。

4141   ⼆⼆次次⽅⽅程程式式  xx22 ++ aaxx ++ 88 == 00  のの解解のの11つつがが  11  ででああるるとときき, , 次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

(1)(1) aa  のの値値をを求求めめななささいい。。

(2)(2) ももうう⼀⼀つつのの解解をを求求めめななささいい。。



4242  次の問い (1)〜(9) に答えなさい。 次の問い (1)〜(9) に答えなさい。

(1)(1) −−2222 −− 88 ÷÷((−−55))  をを計計算算ししななささいい。。

(2)(2) 44aa22bb ÷÷((−− aabb))××77bb22  をを計計算算ししななささいい。。22
55

(3)(3) ((22xx −− 11))22 −−((xx ++ 33))((xx −− 66))  をを計計算算ししななささいい。。

(4)(4) 正正三三⼗⼗⾓⾓形形のの１１つつのの内内⾓⾓のの⼤⼤ききささをを求求めめななささいい。。

(5)(5) 連連⽴⽴⽅⽅程程式式  {{ 55xx ++ 44yy == 99

22xx ++ 33yy == −−22
  をを解解ききななささいい。。

(6)(6) xx == √√66 ++ 22,,     yy == √√66 −− 22  ののとときき,,  xx22yy −− 22xxyy  のの値値をを求求めめななささいい。。

(7)(7) ⼆⼆次次⽅⽅程程式式  33xx22 −− 22xx −− 55 == 00  をを解解ききななささいい。。

(8)(8) ⼀⼀次次関関数数  yy == xx −− 77  ににつついいてて,,  xx  のの増増加加量量がが66ののととききのの  yy  のの増増加加量量をを求求めめななささいい。。44
33

(9)(9) 右右のの資資料料はは, , 中中学学⽣⽣66⼈⼈ががああるる夏夏祭祭りりでで⾦⾦⿂⿂すすくくいいをを11回回ずずつつ
おおここななっったたととききににととっったた⾦⾦⿂⿂のの数数（（匹匹））をを, , 少少なないい順順にに並並べべ
たたももののででああるる。。ととっったた⾦⾦⿂⿂のの平平均均値値とと中中央央値値（（メメジジアアンン））がが
等等ししいいとときき, , 資資料料中中のの   XX   にに当当ててははままるる数数をを求求めめななささいい。。

【京都府2018年】【京都府2018年】



4343  次の (1)〜(7) に答えなさい。 次の (1)〜(7) に答えなさい。

(1)(1) 88 ++((−−55))−−66  をを計計算算ししななささいい。。

(2)(2) ((77xx ++ 44yy))−−22((33xx ++ yy))  をを計計算算ししななささいい。。

(3)(3) xx22 −− 1414xx ++ 4848  をを因因数数分分解解ししななささいい。。

(4)(4) 半半径径   cm cm のの球球のの体体積積はは何何cmcm
33
  でですすかか。。たただだしし, , 円円周周率率はは  ππ  ととししまますす。。33

22

(5)(5) 関関数数  yy == −− xx  ののググララフフををかかききななささいい。。33
55

下の図は, ある学級の⽣徒40⼈の通学時間について調べ, その結果をヒストグラムに表したもの下の図は, ある学級の⽣徒40⼈の通学時間について調べ, その結果をヒストグラムに表したもの
です。このヒストグラムから, 例えば, 通学時間が0分以上5分未満の⼈は3⼈いたことが分かりまです。このヒストグラムから, 例えば, 通学時間が0分以上5分未満の⼈は3⼈いたことが分かりま
す。下の①〜④の階級の中で, 中央値が含まれるものはどれですか。その番号を書きなさい。す。下の①〜④の階級の中で, 中央値が含まれるものはどれですか。その番号を書きなさい。

(6)(6)

5分以上10分未満5分以上10分未満①①

10分以上15分未満10分以上15分未満②②

15分以上20分未満15分以上20分未満③③

20分以上25分未満20分以上25分未満④④

下の ①〜④ の数の中で, 無理数はどれですか。その番号を書きなさい。下の ①〜④ の数の中で, 無理数はどれですか。その番号を書きなさい。(7)(7)

①① −− 33
77 ②② 22.. 77 ③③ √√ 99

2525
④④ −−√√1515

【広島県2017年】【広島県2017年】



4444  次の(1)から(9)までの問いに答えなさい。 次の(1)から(9)までの問いに答えなさい。

(1)(1) 66 −−((−−2424))÷÷66  をを計計算算ししななささいい。。

(2)(2) −−   をを計計算算ししななささいい。。77xx−−44

88
xx−−11

22

(3)(3) ++   をを計計算算ししななささいい。。33

√√55

√√2020

55

(4)(4) ((22xx −− 33))((xx ++ 22))−−((xx −− 22))((xx ++ 33))  をを計計算算ししななささいい。。

(5)(5) ⽅⽅程程式式  ((xx ++ 66))((xx −− 22))++22 == 77xx  をを解解ききななささいい。。

(6)(6) nn  はは⾃⾃然然数数でで, , √√2424nn  ががああるる⾃⾃然然数数ににななるる。。ここののよよううなな  nn  ののううちちでで最最もも⼩⼩ささいい数数をを求求めめななささいい。。

ある中学校の⽣徒数は180⼈である。このうち, 男⼦の16％と⼥⼦の20％の⽣徒が⾃転⾞で通学ある中学校の⽣徒数は180⼈である。このうち, 男⼦の16％と⼥⼦の20％の⽣徒が⾃転⾞で通学
しており, ⾃転⾞で通学している男⼦と⼥⼦の⼈数は等しい。しており, ⾃転⾞で通学している男⼦と⼥⼦の⼈数は等しい。  

このとき, ⾃転⾞で通学している⽣徒は全部で何⼈か, 求めなさい。このとき, ⾃転⾞で通学している⽣徒は全部で何⼈か, 求めなさい。

(7)(7)

世帯数が60000世帯のA市で, 300世帯を無作為に抽出してテレビで番組T を視聴していた世帯数世帯数が60000世帯のA市で, 300世帯を無作為に抽出してテレビで番組T を視聴していた世帯数
を調査したところ, 45世帯が視聴していた。を調査したところ, 45世帯が視聴していた。  

このとき, A市全体でこの番組T を視聴していた世帯はおよそ何世帯と推定されるか, 求めなさこのとき, A市全体でこの番組T を視聴していた世帯はおよそ何世帯と推定されるか, 求めなさ
い。い。

(8)(8)

図で, 四⾓形ABCD は⻑⽅形, E, F, G はそれぞれ辺AD, DC,図で, 四⾓形ABCD は⻑⽅形, E, F, G はそれぞれ辺AD, DC,

BC上の点である。BC上の点である。  

∠DEF = 18°, ∠FGC = 26°のとき, ∠EFG の⼤きさは何度か,∠DEF = 18°, ∠FGC = 26°のとき, ∠EFG の⼤きさは何度か,

求めなさい。求めなさい。

(9)(9)

【愛知県2018年】【愛知県2018年】



4545  次の (1)〜(7) に答えなさい。 次の (1)〜(7) に答えなさい。

(1)(1) xx == 33,,   yy == −−22  ののとときき, ,  −− 22((xx ++ 22yy))++33((xx ++ yy))  のの値値をを求求めめななささいい。。

(2)(2) 次次のの等等式式をを  aa  ににつついいてて解解ききななささいい。。
  cc == aabb11

33

(3)(3) 次次のの⼆⼆次次⽅⽅程程式式をを解解ききななささいい。。
  xx22 ++ 44xx == 00

右の図のように, 1, 2, 3, 4 の数字が書かれた 4 個の⽟が箱の中に⼊右の図のように, 1, 2, 3, 4 の数字が書かれた 4 個の⽟が箱の中に⼊
っている。この箱の中の⽟をよくまぜてから 1 個取り出し, ⽟に書っている。この箱の中の⽟をよくまぜてから 1 個取り出し, ⽟に書
かれている数字を調べ, それを箱に戻してからまた, かれている数字を調べ, それを箱に戻してからまた, 1 個取り出し1 個取り出し
て, その⽟に書かれている数字を調べる。はじめに取り出した⽟にて, その⽟に書かれている数字を調べる。はじめに取り出した⽟に
書かれている数字を⼗の位の数, 次に取り出した⽟に書かれている書かれている数字を⼗の位の数, 次に取り出した⽟に書かれている
数字を⼀の位の数として, 2けたの整数をつくるとき, 数字を⼀の位の数として, 2けたの整数をつくるとき, 24 以上の整数24 以上の整数
になる確率を求めなさい。になる確率を求めなさい。

(4)(4)

(5)(5) 半半径径 5cm  5cm のの球球のの表表⾯⾯積積をを求求めめななささいい。。

右の図のように, 正三⾓形ABC の AC上に点D をとり, ⻑⽅形右の図のように, 正三⾓形ABC の AC上に点D をとり, ⻑⽅形
BDEF をつくる。 EF と AB の交点を G とする。BDEF をつくる。 EF と AB の交点を G とする。  

∠ADB = 73°であるとき, ∠FGB の⼤きさを求めなさい。∠ADB = 73°であるとき, ∠FGB の⼤きさを求めなさい。

(6)(6)

(7)(7) ⽅⽅程程式式  22xx ++ 33yy == 66   ののググララフフををかかききななささいい。。

【⻘森県2017年】【⻘森県2017年】



11 (ア)(ア) (イ)(イ) (ウ)(ウ)

(エ)(エ) (オ)(オ) (カ)(カ)

(キ)(キ) (ク)(ク)

因因数数分分解解 展展開開 素素数数

  22     素素因因数数分分解解 因因数数

  22 分分配配

22 (1)(1) (2)(2) (3)(3)

(4)(4)

xx22 ++((aa ++ bb))xx ++ aabb xx22 ++ 22aaxx ++ aa22○○

○○

33

(12)(12)(11)(11)

(10)(10)(9)(9)

(8)(8)(7)(7)

(6)(6)(5)(5)

(4)(4)(3)(3)

(2)(2)(1)(1)

      1616xx22 ++ 2424xx

      22xx22 −− 88xx −− 1717

          44xx22 −− 44xx −− 88

xx22 ++ 22xx ++ 11

         −− 99xx −− 3636

xx22 ++ yy22 −− 22xxyy −− 22xx ++ 22yy

              44 −− mm22

        1414aa −− 66

              aaxx −− bbxx ++ aayy −− bbyy       xx22 ++ 77xx −− 1818

      1818xx22 −− 2121xx ++ 55

xx22 ++ 44yy22 −− 44xxyy −− xx ++ 22yy

44 (1)(1) (2)(2)

xx xxyy



55

(12)(12)(11)(11)(10)(10)

(9)(9)(8)(8)(7)(7)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)

    33xxyy((22yy ++ 11))

((33xx −− yy −− 55))((33xx ++ yy −− 55))

  yy((xx ++ 22))((xx −− 22))

      ((yy ++ 33))((xx −− 11))

((1111 −− xx))((1111 ++ xx))

  ((33xx −− yy))22  ((xx ++ 55))22

((xx ++ 33))((xx −− 66))

((xx −− 33))((xx ++ 33))

((aa −− 66))((aa ++ 55))

33aa((aa −− 22bb ++ 55cc)) ((xx −− 1212))((xx −− 22))

66 (1)(1)

(2)(2)

10310322 == ((100100 ++ 33))22 == 1000010000 ++ 300300 ++ 300300 ++ 99

                       == 1060910609

4646 ×× 7272 ++ 4646 ×× 2828 == 4646((7272 ++ 2828))== 4646 ×× 100100

                             == 46004600

77 (1)(1) (2)(2) (3)(3)

230230 −−1212 270270

88 (1)(1) (2)(2)

(3)(3)

33    ,,     77    ,,     2323 2323  ,,     2929  ,,     3131  ,,     3737

××○○①① ②②

99 (1)(1) (2)(2) (3)(3)

3322 ×× 77 22 ×× 33 ×× 77       2222 ×× 3322 ×× 55



1010 (1)(1) (2)(2)

1818 3232

1111 解答例解答例

ももととのの直直⾓⾓⼆⼆等等辺辺三三⾓⾓形形のの⾯⾯積積はは,,   aa22  とと表表すすここととががででききるる。。
新新ししくくででききたた直直⾓⾓三三⾓⾓形形のの⾯⾯積積はは,,

   ((aa −− bb))((aa ++ bb))== ((aa22 −− bb22))== aa22 −− bb22  とと表表すすここととががででききるる。。
よよっってて新新ししくくででききたた直直⾓⾓三三⾓⾓形形のの⾯⾯積積はは, , 

ももととのの直直⾓⾓⼆⼆等等辺辺三三⾓⾓形形のの⾯⾯積積   −− bb22  ととななるるたためめ, , 

ももととのの直直⾓⾓⼆⼆等等辺辺三三⾓⾓形形ののほほううがが   bb22  ⼤⼤ききいい。。

11
22

11
22

11
22

11
22

11
22

11
22

11
22

1212
ππ((aa −− bb)) cmcm

1313 解答例解答例

⻑⻑⽅⽅形形  PP  のの⾯⾯積積をを  SSpp,,   正正⽅⽅形形  QQ  のの⾯⾯積積をを  SSqq  ととすするる。。
⻑⻑⽅⽅形形  PP  のの⾯⾯積積はは,,  SSpp ==((xx ++ 77))((xx ++ 33))== xx22 ++ 1010xx ++ 2121  とと表表さされれるる。。
正正⽅⽅形形  QQ  のの⾯⾯積積はは,,  SSqq == SSpp ++ 44 == xx22 ++ 1010xx ++ 2121 ++ 44 == xx22 ++ 1010xx ++ 2525 == ((xx ++ 55))22

とと表表さされれ, , 正正⽅⽅形形  QQ  のの11辺辺のの⻑⻑ささはは  xx ++ 55  ととななるる。。
よよっってて正正⽅⽅形形  QQ  はは, , ももととのの正正⽅⽅形形のの11辺辺をを  55   cmcm   ののばばすすととつつくくるるここととががででききるる。。



1414 (1)(1)

(2)(2)

SS  をを,,  aa,,   pp,,   qq  をを⽤⽤いいてて表表すすとと, , 

SS ==((pp ++ 22aa))((qq ++ 22aa))−−ppqq == ppqq ++ 22aapp ++ 22aaqq ++ 44aa22 −− ppqq == 22aapp ++ 22aaqq ++ 44aa22

                                                   == aa((22pp ++ 22qq ++ 44aa))

ℓℓ  をを,,  aa,,   pp,,   qq  をを⽤⽤いいてて表表すすとと, , 

ℓℓ == 22((pp ++ aa))++22((qq ++ aa))== 22pp ++ 22aa ++ 22qq ++ 22aa == 22pp ++ 22qq ++ 44aa

  
SS  のの  ((22pp ++ 22qq ++ 44aa))  にに  ℓℓ  をを代代⼊⼊すするるとと,,  SS == aaℓℓ

よよっってて,,  SS == aaℓℓととななるる。。

解答例解答例

解答例解答例

1515 (ア)(ア) (イ)(イ)

  22nn ++ 11   88nn

1616

22つつのの連連続続ししたた偶偶数数はは  整整数数  nn  をを⽤⽤いいてて,,  22nn,,   22nn ++ 22  とと表表すすここととががででききるる。。
ここここでで, , ⼤⼤ききいい⽅⽅のの数数のの平平⽅⽅かからら⼩⼩ささいい⽅⽅のの数数のの平平⽅⽅をを引引いいたた差差はは, , 

((22nn ++ 22))22 −− ((22nn))22 == 44nn22 ++ 88nn ++ 44 −− 44nn22 == 88nn ++ 44 == 44((22nn ++ 11))  

nn  はは整整数数ででああるるののでで,,  22nn ++ 11  はは整整数数,,  44((22nn ++ 11))  はは 4  4 のの倍倍数数ととななるる。。
よよっってて, , ⼤⼤ききいい⽅⽅のの数数のの平平⽅⽅かからら⼩⼩ささいい⽅⽅のの数数のの平平⽅⽅をを引引いいたた差差はは
4 4 のの倍倍数数ととななるる。。

解答例解答例

1717

(コ)(コ)(ケ)(ケ)

(オ)(オ) (ク)(ク)(カ)(カ) (キ)(キ)

(イ)(イ) (ウ)(ウ) (エ)(エ)(ア)(ア)

絶対値絶対値 符号符号 ±±√√33  ルート ルート

有理化有理化  無理数 無理数   有理数  有理数 無限⼩数無限⼩数

 循環⼩数 循環⼩数 22.. ˙̇1142854285˙̇77



1818 (2)(2)(1)(1)

55   cmcm22 √√55   cmcm

1919

(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)

  55     66   77

  33 −−99

2020

(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)

    22    −− 77   1313
1010

                      55      −− 00.. 44

2121

(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)

  √√4545     √√5050   √√6464

  √√ 11
44   √√ 1616

2525

2222

(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)

22√√22 66√√22       22√√7070

√√55

66

√√1919

55

2323

(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)
22√√33

33 −−
77√√66

66

√√1414

22

    
√√1010++44

22

(5)(5)   
55√√33 −− 55√√22



2424
CC

2525
55 << √√3030

(1)(1) (2)(2) (3)(3)

(5)(5)(4)(4)

−−√√4545 >> −−77 00.. 44 << √√00.. 44

−−33.. 55 << −−√√1212 33√√22 >> 22√√33

2626 (1)(1)

(20)(20)(19)(19)

(18)(18)(17)(17)

(14)(14)

(16)(16)

(15)(15)(13)(13)

(12)(12)(11)(11)(10)(10)

(9)(9)(8)(8)(7)(7)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)

√√3535

33√√6622

−−44√√22 −− 1919

33√√55 −− 22√√33

   −− 22√√55

55√√33

     22
33

        77 −− √√6644 ++ 22√√33

22√√66 ++ 22√√33 ++
√√22

22
√√22

66√√22 √√33

22√√77 44√√22

  
√√33

22

  2121

  
√√22

66

33√√33

2727
     ,,        ,,     √√   ,,     

√√33

88
33

88
33

88
33

√√88

2828 (3)(3)(2)(2)(1)(1)

55  ,,     66 22√√22 −− 22 99    ,,     1717  ,,     2020  ,,     2424  ,,     2525



2929 (1)(1) (2)(2)

00.. 17321732 5454.. 7777

3030 (ア)(ア) (イ)(イ) (ウ)(ウ)

(エ)(エ) (オ)(オ)

 ⼆次⽅程式 ⼆次⽅程式 解解 解く解く

−−bb±±√√bb22−−44aacc
22aa

またはまたは

3131
  アア ,   ,  ウウ

3232
イイ ,   ,  エエ

3333

(9)(9)(8)(8)(7)(7)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)(1)(1)

    77    ,,     66

         −− 77    ,,     55

   −− 33    ,,    −− 3030

  22    ,,    −− 11

1313    ,,    −− 11

1313    ,,    −− 22           2020    ,,    −− 22

    00    ,,     33

     −− 33    ,,     11

xx == xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

3434 (1)(1)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)

     ±± 1414

±±88      ±± 11
22

±±33

         ±± 33√√33

   ±± √√77xx ==

xx ==xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

3535 (1)(1)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)

     −− 22

88    ,,    −− 44 11 ±± √√22

   −− 55

66

           −− 55 ±± √√1010

   −− 11 ±± 22√√66xx ==

xx ==xx ==

xx ==

xx ==

xx ==



3636 (1)(1)

(9)(9)(8)(8)(7)(7)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)

   −− 99

   −− 88    ,,     11

00    ,,     1010

22    ,,     11 44    ,,    −− 11

   −− 88    ,,     33

00    ,,      33
44

33    ,,    −− 22

    66    ,,     22xx ==

xx ==xx ==xx ==

xx ==xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

3737 (ア)(ア) (イ)(イ) (ウ)(ウ)

  22aa−−bb     bb22 −− 44aacc

3838 (1)(1)

(6)(6)(5)(5)(4)(4)

(3)(3)(2)(2)

  
55±±√√2929

22

                66 ±± √√3333   
44±±√√22

22

  11    ,,      33
22

  
77±±√√6565

22

−−77±±√√3333

44
xx ==

xx ==xx ==

xx ==

xx ==

xx ==

3939
    xx22 −− 55xx ++ 66 ＝＝00

4040
aa == −−1111  ,,    −− 77

4141 (1)(1)

aa ==
(2)(2)

−−99 88

4242 (1)(1) (2)(2) (3)(3)

(4)(4) (5)(5) (6)(6)

(7)(7) (8)(8) (9)(9)

°° xx == ,,     yy ==

xx ==

−− 1212
55

−−7070aabb22 33xx22 −− xx ++ 1919

    168168 55 −−44 22√√66

    ,,      −− 1155

33
    88 1111



4343 (1)(1)

(2)(2)

(3)(3)

(4)(4)

(5)(5)

(6)(6) (7)(7)

−−33

  xx ++ 22yy

        ((xx −− 66))((xx −− 88))

ππ99
22

②② ④④

4444 (1)(1) (2)(2) (3)(3)

(4)(4) (5)(5) (6)(6)

(7)(7) (8)(8) (9)(9)

xx == nn ==

⼈⼈ およそおよそ 世帯世帯 度度

1010 xx33
88

√√55

xx22 −−22  ,,     55     66

3232 90009000 4444



4545 (1)(1)

(5)(5)

(6)(6)

(2)(2)

(3)(3)

(4)(4)

(7)(7)

     cmcm22

度度

  55

aa == 33cc

bb

xx ==    −− 44  ,,     00

99
1616

      100100ππ

4747


